今日の目標：19世紀後半におけるイギリスとフランスの動向を説明できるようにしよう。19世紀後半のイギリスとフランス（教ｐ〇）

今日の学習課題：19世紀後半のイギリスやフランスの国民意識はどのように形成されたのだろう。
また、共通点や相違点はあるのだろうか。
〇　19世紀後半のイギリスに関する疑問
（ア）イギリスはどのように植民地を拡大し、繁栄していったか。(動画では〇分前後～)
※　｢パクス=ブリタニカ｣　／　自治領　／　「光栄ある孤立」　／　アイルランド問題
（イ）どのような目的で第1回万国博覧会が開催されたか。開催にはどのような意味を持っているのだろうか。
　　　（動画では〇秒～）
（ウ）イギリスの選挙権の拡大はどのようにしてなされたのか。(動画では〇分前後～)
※　農業労働者　／　第１回選挙法改正　／　
●　19世紀後半のフランスに関する疑問
（ア）ナポレオン3世はどのような政治を行ったのだろうか。（動画では〇秒前後～）
※　ボナパルティズム　／　メキシコ出兵　
（イ）プロイセン=フランス戦争はどのような経緯であったか。（動画では〇分前後～）
（ウ）フランスの第三共和政はどのようなものだったのか。（動画では〇分前後～）
※　パリ=コミューン　／　ブーランジェ事件
資料１　イギリス関連年表　　　　　　　　　　　　資料２　ルイ=ナポレオンの政治思想に関して演説などから資料を作成する。

	


ヴィクトリア女王
保守党　ダービー内閣
（1866～68）

在位
一八三七保守党　ディズレーリ内閣
（1874～80）【第１次】
自由党　グラッドストン内閣
（1868～74）【第１次】

か
ら一九〇一自由党　グラッドストン内閣
（1880～85）【第２次】

年
	1832　第１回選挙法改正
1833　工場法成立
　　　奴隷制廃止
1838ごろ　チャーティスト運動
1840　アヘン戦争
1846　穀物法の廃止
1849　航海法の廃止　

	
	1857　インド大反乱
1858　東インド会社解散


1867　第２回選挙法改正


1870　教育法
1871　労働組合法


1875　スエズ運河会社買収
1877　インド帝国成立


1884　第３回選挙法改正
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問　19世紀後半のイギリスやフランスの国民意識はどのように形成されたのだろう。もし、あなたが民衆であれば
国民意識を高める働きを最も促したと考えられる歴史的な事象を選んで資料を参考にして理由を書いてみよう。
【　参考にした資料の番号に〇をつける→　資料１　・　資料２　・　資料３　・　資料４　】
　自分の考え：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

資料３　ディズレーリの演説　　　　　　　　　　　　　　資料４　パリ=コミューンについて演説などから資料を作成する。
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